
重症患者などの治療を行う
救急初療室（ＥＲ）や除染室、
鳥取県のドクターヘリが待機
するヘリポート、ドクターカ
ー、人工心肺装置 エ
クモ などを備え、日夜患者
を受け入れる救急医療の「最
後のとりで」。ここに４月、

鳥取県初の「高度救命救急セ
ンター」の看板が掲げられた。
高度救命救急センターは、
広範囲熱傷、指肢切断、急性
中毒などの特殊疾患に対する
診療機能を持つ施設として都
道府県が指定する。
センターでは外来受診に加

え、救急車での搬送数が年間
約４千件、ドクターカーとド
クターヘリの出動が合計約800
件。エリアは広域に及び、症
状も幅広い。「鳥取県だから
こそ、高度な医療ができる」
と言う上田敬博教授は「チー
ム医療が非常にやりやすく、
設備も都市部のセンターにひ
けをとらない」と、その理由
を説明する。
スタッフは、医師 人を含
め総勢100人以上。看護師、
理学療法士、薬剤師など多職
種によるチームで、他の診療
科とも連携して治療を展開す
る。新たに作ったセンターの
ロゴマークには、「

」（団結力）の
文字。上田教授は「まずは、
患者さんからも地域の医療機
関からも信頼されるセンター
でありたい。その上でスタッ
フにいつも言っているのは、
『小さくまとまらず、世界を
目指そう』と。決して目指せ
ない目標ではないはず」と、
前を向く。

救
命
の
最
前
線
で
チ
ー
ム
医
療
を
展
開
す

る
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

腎センター内に並ぶ 床
のベッドと血液透析の機
器。ここでは、主に入院患
者を対象とした透析治療が
年間延べ約２千件行われて
いる。腎臓病の患者数が増
加する中、腎センターでは、
腎臓内科と泌尿器科を核に
腎臓病に関わる診療科や職
種が連携し、外来▽血液浄
化▽腎移植－の３部門で、
診断から治療まで包括的な
診療を目指している。
腎臓病の診療は従来、透
析は腎臓内科、腎移植は泌
尿器科を中心に行うなど、
複数の診療科が担っていた
が、センター化することで
院内の協力体制を強化。専
任２人を含む医師８人、看
護師や栄養士など多職種が
関わり、定期的なカンファ

レンスなどを通じて患者を
支えている。引田克弥セン
ター長は「患者さんに元気
になってもらいたいという
思いは皆同じ。複数の視点
で診ることで、より良質で
安全な医療を届けることが
できる」と話す。

腎臓病は進行して腎不全
になると、血液透析や腎移
植といった治療が必要にな
るため、早期発見・治療が
重要となる。鳥取県内の腎
臓専門医の数は 人余り
で、人材育成も課題だ。引
田センター長は「腎臓に対
する専門的な知識を持った
医師やスタッフを増やして
腎臓病の診療を充実させる
とともに、一般向けの啓発
活動にも力を入れ、末期腎
不全に至る患者さんを減ら
したい」と展望する。

腎
臓
病
診
療
の
発
展
を
目
指
す

腎
セ
ン
タ
ー
の
引
田
セ
ン
タ
ー

長

左

と
井
山
拓
治
医
師

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
医

療
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
レ
ク
ト

書
店
。
病
院
広
報
誌
「
カ
ニ

ジ
ル
」
の
田
崎
健
太
編
集
長

が
社
長
を
務
め
る
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
が
企
画
、
境
港
市
在

住
の
作
家
、
鈴
村
ふ
み
さ
ん

（
写
真
）
が
店
長
を
務
め
る

外
来
棟
前
に
建
つ
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
棟
内
に
あ
る
、患
者
、

病
院
関
係
者
向
け
の
有
料
宿

泊
施
設
。
シ
ン
グ
ル
８
室
、

ツ
イ
ン
３
室
で
、
車
い
す
対

応
の
客
室
も
あ
る

病
院
を
文
化
発
信
拠
点
の

一
つ
と
位
置
付
け
、
院
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
ア
ー
ト

作
品
を
展
示
。
外
来
棟
１
階

の
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
は
画

家
、
脚
本
家
な
ど
と
し
て
活

躍
す
る
大
宮
エ
リ
ー
さ
ん
が

ス
リ
ラ
ン
カ
の
海
を
描
い
た

　ホスピ
タルアート

病院を文化発信拠点に

カニジルブックストア
医療テーマのセレクト書店 院

内
ス
ポ
ッ
ト
紹
介

機
能
強
化
、施
設
充
実

地
域
医
療
拠
点

鳥
大
病
院

■腎センター ■高度救命救急センター

■低侵襲外科センター■スポーツ医科学センター

ロボット手術を推進
国産ロボ導入し３台体制に

救急医療「最後のとりで」
多職種のチーム医療展開

包括的な腎臓病診療を
関連診療科や職種連携

アスリートをサポート
高気圧酸素治療で早期回復

鳥
取
大
医
学
部
付
属
病
院
（
米
子
市
西
町
、
原
田
省
病
院
長
）
は
今
春
、

国
産
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
（
ヒ
ノ
ト
リ
）
」
導
入
、

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
セ
ン
タ
ー
と
腎
セ
ン
タ
ー
の
新
設
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
指
定
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
機
能
を
強
化
し
た
。
高
度
医
療
の
推
進
に

加
え
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
、
院
内
施
設
の
充
実
な
ど
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
ー
の
向
上
に
も
力
を
入
れ
る
。
新
た
に
加
わ
っ
た
機
能
と
そ
こ
で
奮

闘
す
る
人
た
ち
の
思
い
を
中
心
に
、
紙
上
院
内
ツ
ア
ー

と
し
て
紹
介
す
る
。

⇐

紙上院内ツアー

2021年９月オープン2022年４月設置

　　ゲス
トハウス

関係者など有料宿泊施設

2022年２月オープン

外
来
に
入
る
と
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
「
Ｔ

Ｓ

Ａ

」
の
文
字
。
Ｔ
は
病
院
名
、
Ｓ

は
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
セ
ン
タ
ー
、
Ａ
は

ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
頭
文

字
だ
。
専
任
の
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
医

２
人
、理
学
療
法
士
、看
護
師
に
加
え
、

９
診
療
科
８
部
門
の
人
材
で
構
成
す
る

チ
ー
ム
で
「
真
の
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー

ト
」
を
追
求
す
る
。

通
常
の
大
学
病
院
の
診
療
と
異
な
る

の
は
、
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介

だ
け
で
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
直

接
予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
点
だ
。
榎

田
誠
セ
ン
タ
ー
長
は
「
ア
ス
リ
ー
ト
の

場
合
、
け
が
の
直
後
や
大
会
を
目
前
に

控
え
る
な
ど

一
日
も
早
く

と
い
う
ケ

ー
ス
が
多
い
。
ま
ず
患
者
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
、
ア
ス
リ
ー
ト

診
療
は
で
き
な
い
と
考
え
た
」と
話
す
。

４
月
の
開
設
か
ら
約
半
年
、
患
者
数

は
当
初
の
約
３
倍
近
く
に
増
え
、
８
月

は
３
０
０
人
以
上
が
受
診
。
ア
ス
リ
ー

ト
が
抱
え
る
悩
み
は
、
整
形
外
科
が
扱

う
け
が
や
骨
折
な
ど
だ
け
で
は
な
く
、

呼
吸
器
や
循
環
器
、
目
や
耳
な
ど
の
感

覚
器
、
心
理
面
の
問
題
な
ど
幅
広
く
、

子
ど
も
の
場
合
は
小
児
科
、
月
経
な
ど

の
問
題
に
は
女
性
診
療
科
も
関
わ
る
必

要
が
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
診
療
予
約

の
内
容
に
基
づ
き
、
患
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
専
門
的
な
医
療
を
迅
速
に
提
供

し
て
い
る
。

日
本
最
大
級
の
高
気
圧
酸
素
治
療
装

置
を
使
っ
た
治
療
も
特
長
の
一
つ
。
２

〜
３
気
圧
で
１
時
間
以
上
、
１
０
０
％

の
酸
素
吸
入
を
行
う
こ
と
で
、
け
が
な

ど
に
よ
る
腫
れ
を
軽
減
し
、
早
期
回
復

を
促
す
。
現
在
、
ひ
ざ
の
前
十
字
銊じ

ん

帯た
い

の
治
療
に
高
気
圧
酸
素
治
療
を
併
用
す

る
研
究
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー

ツ
医
学
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
、
チ

ー
ム
内
に

の
研
究
班
が
立
ち
上
が
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
県
内
の
主
要
病
院
と
週
１

回
の
ウ
ェ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う

な
ど
、
院
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

も
進
む
。
榎
田
セ
ン
タ
ー
長
は
「
ス
ポ

ー
ツ
の
原
点
は
楽
し
む
こ
と
で
あ
り
、

競
技
が
で
き
な
い
の
は
ど
の
ア
ス
リ
ー

ト
に
と
っ
て
も
つ
ら
い
こ
と
。
セ
ン
タ

ー
を
基
盤
と
し
て
、
地
域
全
体
で
ア
ス

リ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
た
ら
」

と
力
を
込
め
る
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
サ
ポ
ー
ト

に
力
を
尽
く
す
榎
田
セ
ン

タ
ー
長

高
気
圧
酸
素
治
療
装
置
の
外
観

左

と

操
作
風
景

手
術
室
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は

木
目
調
の
壁
で
、
窓
の
外
に
は

中
海
の
水
景
が
広
が
る
。
３
室

あ
る
手
術
室
は
そ
れ
ぞ
れ
、
日

本
海
の
ブ
ル
ー
、
大
山
の
グ
リ

ー
ン
、
鳥
取
砂
丘
の
イ
エ
ロ
ー

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
色
が
温
か
み

を
添
え
る
。
そ
こ
で
行
わ
れ
て

い
る
の
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
や

心
臓
の
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
な
ど

の
先
進
的
な
治
療
。
「
心
と
体

の
両
方
に
優
し
い
低
侵
襲
外
科

治
療
を
」
と
い
う
思
い
を
反
映

し
た
空
間
だ
。

鳥
取
大
病
院
は
２
０
１
０

年
、
国
内
で
い
ち
早
く
内
視
鏡

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ビ
ン

チ
」
を
導
入
。
低
侵
襲
外
科
セ

ン
タ
ー
は
そ
の
翌
年
、
診
療
科

や
職
種
の
垣
根
を
超
え
、
低
侵

襲
手
術
を
安
全
に
推
進
し
よ
う

と
開
設
さ
れ
、
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
た
。

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
第

４
世
代
の
ダ
ビ
ン
チ「
Ｘ
」「
Ｘ

ｉ
」
に
今
春
、
国
産
の
「
ヒ
ノ

ト
リ
」が
加
わ
り
３
台
体
制
に
。

消
化
器
外
科
▽
泌
尿
器
科
▽
女

性
診
療
科
▽
呼
吸
器
外
科
▽
耳

鼻
咽
喉
科
・
頭
頸け

い

部ぶ

外
科
▽
心

臓
血
管
外
科
―
で
幅
広
く
活
用

さ
れ
、
６
月
に
は
症
例
数
が
延

べ
２
千
例
を
超
え
た
。

心
臓
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は

年
に
初
め
て
実
施
し
、
現
在
も

中
国
地
方
で
は
唯
一
の
ロ
ボ
ッ

ト
心
臓
手
術
関
連
学
会
協
議
会

認
定
施
設
だ
。
ダ
ビ
ン
チ
に
よ

る
僧そ

う

帽ぼ
う

弁
形
成
術
は
、
す
で
に

例
以
上
を
実
施
。
西
村
元
延

セ
ン
タ
ー
長
（
心
臓
血
管
外
科

教
授
）
は
「
低
侵
襲
心
臓
手
術

の
欠
点
は
視
野
の
狭
さ
だ
が
、

ダ
ビ
ン
チ
は
非
常
に
視
野
が
良

く
、
鉗か

ん

子し

の
動
き
も
繊
細
で
、

質
の
高
い
手
術
が
で
き
る
。
当

院
は
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
経
験
が

豊
富
で
サ
ポ
ー
ト
も
得
や
す
か

っ
た
た
め
、
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
」
と
振
り
返
る
。

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
ほ
か
、

心
臓
の
低
侵
襲
手
術
と
し
て
、

「
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
タ
ビ
）
」
と
呼

ば
れ
る
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈

弁
置
換
術
も
行
う
。
従
来
の
開

胸
手
術
に
比
べ
て
傷
が
小
さ

く
、
退
院
ま
で
の
日
数
も
短
い

な
ど
、
患
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
い
。

新
た
に
加
わ
っ
た
「
ヒ
ノ
ト

リ
」
は
通
信
機
能
が
充
実
し
て

お
り
、
将
来
の
遠
隔
手
術
な
ど

も
視
野
に
入
る
。
西
村
セ
ン
タ

ー
長
は
「
地
方
の
病
院
だ
か
ら

こ
そ
、
全
国
、
世
界
に
発
信
す

る
と
い
う
志
を
持
ち
、
さ
ら
に

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
発
展
さ
せ
た

い
。
新
た
な
技
術
も
取
り
入
れ

つ
つ
、
さ
ら
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
先
進

地
と
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献

で
き
れ
ば
」と
意
欲
を
燃
や
す
。

ヒノトリ ダビンチ Ｘ Ｘｉ の３台体制でロボット手術を
推進する低侵襲外科センター

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
推
進

す
る
西
村
セ
ン
タ
ー
長
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